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自立支援型介護予防を進める
県内初事業に 13 事業所が参加
　６月 30 日、市が行う県内初の事業に参加する事
業者に登録証を交付しました。市が新たに取り組む
のは、市が指定した、介護サービスを受ける利用者
の分析などに用いるシートを使用する事業所を支援
する「自立支援型ケアマネジメント促進事業」と介
護サービス利用者の生活機能が向上した事業者を報
奨する「QOL（生活の質）向上事業」の２つです。

２つの自立支援型介護予防の取り組みに参加するのは市内計 13 の事業所。
当日は、介護予防への思いや意義などについての意見交換会も行われました

地婦連が市長と教育長に花束を贈呈
　小林市地域婦人連絡
協議会（上

うえはら

原裕
ゆ う こ

子会長）
が６月 12 日に教育長を、
26 日には市長を訪れ、
父の日訪問として日ご
ろの感謝を込めた花束を贈りました。県地域婦人
連絡協議会が知事に花束を贈呈したことをきっか
けに本市でも平成 14 年から続く取り組みです。

　５月 21 日、小林中学
校卒業生の昭和 42 年度
卒業同窓会と昭和 55 年
度卒業同窓会が母校を
訪れ、肝

きもつき

付正
まさつぐ

籍校長に
寄付金を手渡しました。
寄付は今後の教育活動
に活用されます。

小林中学校卒業生が母校に寄付

県内外からメダカ愛好家が集まる
「ニシモロメダカフェス」開催

鹿児島県から来場した山
やました

下俊
としふみ

文さんは「メダカ関連のイベントは貴重なので
近隣の県でも行く。見たことないメダカに出会えてうれしい」と話しました

　６月 29 日、市内外から 20 を超えるメダカ店舗
が集まる、「ニシモロメダカフェス」がのじりこ
ぴあで開かれました。イベントでは、メダカすく
い大会や自慢のメダカオークションといったメダ
カに関する催しをはじめ、西諸地域の食が楽しめ
るフードマルシェなどが開催され、会場には県内
外から多くのメダカ愛好家たちが集まりました。

誰もが孤独にならない環境づくりで
犯罪や非行のない社会を目指す
　７月１日、「第 75 回社会を明るくする運動」内
閣総理大臣メッセージ伝達式が開かれました。同
運動は７月を強化月間として全国で展開している
もの。小林地区保護司会の川

かわばた

畑静
し ず こ

子会長は「罪を
犯した人の更生を信じて待ち、諦めずに寄り添い
続けることができる社会づくりを進めることが安
全で安心な社会の実現につながる」と話しました。

これは、国内で検挙された人の約半数を過去に罪を犯した人が占めている現
状があることから、その立ち直りを地域で支えようという取り組みです

小林看護医療専門学校の２年生が
看護師への誓いを心に灯す

学生たちは声を揃えて「患者さんを第一に考え、相手の気持ちや表情をくみ
取って発言や行動ができるように努めます」と力強く誓いました

　６月 20 日、小林看護医療専門学校の２年生 26
人が「誓いの式」に臨みました。式は、病院実習
など学習が本格化する前に医療職・看護職を志す
者としての誇りと自覚を誓い決意を新たにするも
の。学生は保護者や病院関係者などが見守る中、
ナイチンゲール像から継承した灯火を手に、自分
たちで考えた言葉を真剣な表情で宣誓しました。

自衛隊員が子どもに笑顔を届ける
カブトムシなどを保育園に寄贈
　７月３日、陸上自衛隊えびの駐屯地の隊員でつ
くる曹友会（犬

いんどう

童淳
き よ し

是会長）が朝日保育園の園児
26 人に休日などに捕獲したカブトムシやクワガ
タ、メダカを寄贈しました。活動は、子どもたち
に笑顔を届けたい想いで、令和２年から実施。園
児たちは初めて見るカブトムシやクワガタに少し
怖がりながらも笑顔が溢れていました。

坂
さかした

下エイ子園長は「本物のカブトムシなどを初めて見る子どもたちはとても
喜んでいる。この活動を通して、命の大切さを知ってほしい」と話しました

市内学校や関係機関の連携強める
第１回小林教育みらい創造会議
　６月 26 日、文化会館で「第１回小林教育みら
い創造会議」が行われ、市内の高校や専門学校、
南九州大学などが参加しました。会議は各学校が
連携し合って、児童生徒の社会的な自立や持続可
能な担い手づくりの推進を目的として実施。各学
校の特色をプレゼンし、今後の具体的な連携・協
力の在り方について情報を共有しました。

大
おおやま

山和
かずひこ

彦教育長は「会議を通じて、各学校や関係機関がそれぞれの強みを活
かした具体的な連携につながる第一歩となってほしい」と呼びかけました

秀峰高校ローイング愛好会が発足
小野湖でローイングを初体験！

主将を務める釜
かまさき

﨑蒼
あおい

さん（１年生）は「最初は難しかったけど、慣れてきた
ら楽しかった。１年生大会は全力でやり切りたい」と意気込んでいました

　小林秀峰高校では、１年の男子生徒６人による
ローイング愛好会が発足しました。同愛好会は週
３日、室内練習で活動。６月 21 日、22 日には令
和９年国スポ競技会場の小野湖（須木地区）で初
めてローイングを体験しました。当日はローイン
グ経験者を指導者として招き、２班に分かれて約
２時間オールの使い方などを学んでいました。
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市内小中学校の未来を考える
学校の在り方に関する意見交換会
　７月９日、市教育委員会が須木総合ふるさとセ
ンターで「学校の在り方に関する意見交換会」を
開催しました。今年の２月に市教育みらい検討委
員会から出された、市内小中学校の在り方に関す
る提言書を受けて、保護者や地域住民の意見を集
めるために開催したもの。当日は 25 人が参加し、
学校の未来について意見を交わしました。

意見交換会は７月から８月に開催する前半の部と 10 月から 11 月にかけて
開催予定の後半の部に分けて、各小学校区ごとに開催しています

選挙をもっと身近に感じてほしい
市内高校生が選挙事務を体験
　７月、第 27 回参議院議員通常選挙に向けて、
市内３高校の生徒 21 人が期日前投票などの手伝
いを行いました。将来、選挙権を手にする高校生
が選挙を身近に感じ、投票所に足を運ぶきっかけ
になってほしいと市選挙管理委員会が企画したも
の。高校生は受け付けや投票用紙交付などの投票
事務の体験を通して選挙への理解を深めました。

同委員会では、選挙啓発活動として市役所や市内スーパーでチラシやポケッ
トティッシュなどを配布。近年低迷している投票率向上に向けて取り組んだ

S
サ ッ プ

UP・カヤック体験を通して
須木小児童が小野湖の大自然を満喫

※スタンド・アップ・パドルボード（Stand Up Paddleboard）の略で、ボー
ドに立ち、パドルを使って水面を漕いで進むウォータースポーツのこと

　７月 14 日、宮崎国スポ・障スポでカヌーとロー
イングの競技会場にもなっている須木地区の小野
湖で、須木小児童が SUP ※とカヤックを体験し
ました。３～６年生の児童 21 人は４班に別れて
交代で体験を行い、全身で小野湖の大自然を満喫。
５年生の小

こ ぞ の

園八
わ か ば

華葉さんは「カヤックはコツを掴
むと速く進めて楽しかった」と話していました。

無病息災や五穀豊穣を祈る
野尻小で「東麓六月灯まつり」
　７月 19 日、野尻小学校で「東麓六月灯まつ
り」が開催されました。六月灯は旧薩摩藩領に伝
わる無病息災や五穀豊穣を祈る夏祭り。神事の
後、地元保育園児による子どもみこしで祭りはス
タート。歌や踊りなどのステージイベントで盛り
上がったほか、野尻町東麓出身の江戸太

だ い か ぐ ら

神楽師 
仙
せんわか

若さんによる曲芸の披露などが行われました。

六月灯は無病息災や五穀豊穣を祈る祭り。主催者の野尻小校区まちづくり協
議会の大

おおはた

畑孝
こういち

壹会長は「伝統ある祭りを後世に引き継ぎたい」と話しました

お笑い芸人チキンナンゴーに学ぶ
メディアとの上手な付き合い方

２人は「宿題が終わったらスマホを見てもよいと決めるだけではなく、何ペー
ジやったら何分間使えるなど、親と細かく話し合うことが大事」と話しました

　７月４日、東方小学校でメディアとの上手な付
き合い方を学ぶ授業が行われました。講師に招か
れたのは、お笑い芸人「チキンナンゴー」の２人で、
スマートフォンなどを長時間使うことで起きる悪
い影響などについて紹介。２人の漫才や手作りの
イラストを交えながら行う授業に、子どもたちは
笑顔でメディアとの付き合い方を学んでいました。

デフリンピックキャラバンカーで PR
　６月 27 日に県聴覚障
害者協会が東京 2025 デ
フリンピックの周知広
報を目的としてキャラ
バンカーで来庁し、市
長を表敬訪問しました。デフリンピックは、「耳
が聞こえない・聞こえにくい人のためのオリン
ピック」で、４年ごとに開催されます。

東方小学校の児童と保護者が
河川の大切さを楽しみながら学ぶ

東方小は「持続可能なみやざきづくりを実現する環境教育推進校」の指定校。
今回の活動は、SDGs の推進に関する取り組みの中で目玉の一つです

　７月 12 日、東方小学校児童とその保護者約 40
人が三之宮峡周辺の河川清掃活動やウナギの稚魚
放流、魚のつかみ取り大会を行いました。この活
動は、河川環境の保全や再生を考えてもらうため
に、同校 PTA が小林高原野尻漁業協同組合と協
力して実施。児童らは魚のつかみ取りを楽しみな
がら、身近にある河川への関心を高めました。

小林西高校「三ツ星レストラン」
磨き上げた料理の腕で振る舞う
　７月 10 日、小林西高３年生を中心に料理を振
る舞う「三ツ星レストラン」のプレオープンが同
校でありました。生徒は朝８時から仕込みを始め、

「豚の角煮」や「天ぷら」、「鶏の酒蒸し」など 15
品を完成。昨年まではコース料理で提供していま
したが、今年は趣向を変え、松花堂弁当として教
育長や出身中学の校長などに振る舞いました。

北
きたかた

方朋
と も き

季さん（３年生）は「たくさん人に食べてもらえてうれしかった。料
理は失敗もあるけど楽しい、今後も技術を伸ばしていきたい」と話しました

人権擁護委員２人が表彰状を受彰
　 ５ 月 22 日、 県 人 権
擁護委員連合会総会で
若
わかまつ

松照
て る お

雄さん（写真㊨）
が全国人権擁護委員連
合会会長表彰状、佐

さ と う

藤
宗
そういち

一さんが宮崎地方法務局長表彰状を受彰しまし
た。これは、長年尽力した人権相談活動や人権尊
重思想の啓発活動が認められたものです。


